
き し わ だ 議 会 だ よ り ２一般質問

障
害
者
相
談
支
援
事
業
に
お
け
る

消
費
税
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問 

○
木
材
港
地
区
貯
木
場
利
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
捗
状
況

　

障
害
者
相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
10
月
に
消
費
税
が

８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
以
降
の
契

約
で
は
消
費
税
を
含
む
委
託
料
に
消
費
税
増
加
分
が
上
乗
せ
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
受
託
者
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
は
、
当
該
事
業
を
非

課
税
事
業
と
捉
え
て
お
り
、
課
税
事
業
で
あ
る
こ
と
を
最
近
認
識
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
未
払
い
の
過
去
５
年
分
を
含
め
た
消
費
税
の
支

払
い
は
、
社
会
福
祉
法
人
に
と
っ
て
か
な
り
の
負
担
で
あ
る
た
め
、

存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

本
市
は
、
障
害
者
福
祉
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
住
民
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
自
治
体
で
あ
る
。
消
費
税
上
乗
せ
分
に
つ
い

て
補
正
予
算
を
計
上
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

！

　一般質問（要旨）

　　　一般質問とは
　　　　定例会において、議員が市の施策の状況や
　　　方針などについて、報告、説明を求めたり質
　　　問したりすることを一般質問といいます。
　　　　令和６年第２回定例会では、20 人の議員が
　　　一般質問を行いました（発言順に掲載）。

　　　市政に対して議員が質問などをしたうえで、
　　　特に要望した内容を掲載しています。

　　　市政についての議員の質問と、市長など執行
　　　機関の回答を掲載しています。

　　　質問の様子をご覧ください
　　　　スマートフォンなどでＱＲコードを読み取
　　　ると一般質問の録画映像（外部リンク：ＹｏｕＴｕｂｅ）
　　　が開きます。ぜひ、ご覧ください。
　　　　８月下旬以降、市議会ウェブサイトの「会
　　　議録の閲覧」のページでも詳細をご覧いただ
　　　けます。

？

！…

…

災
害
時
に
お
け
る
避
難
と
避
難
所

の
環
境
改
善
に
つ
い
て

　

大
規
模
災
害
時
の
避
難
所
に
お
い
て
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や

避
難
所
生
活
に
必
要
な
備
蓄
物
資
が
確
保
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
物
資
の
配
備
に
つ
い
て
は
、
市
内
４
か
所
で
の
集

中
備
蓄
と
、
各
避
難
所
で
の
分
散
備
蓄
と
を
併
用
し
て
行
っ
て
お
り
、

集
中
備
蓄
に
関
し
て
は
避
難
所
に
物
資
が
届
か
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

早
急
に
最
低
限
必
要
な
物
資
を
各
避
難
所
に
配
備
す
る
こ
と
。

　

発
災
時
、
責
任
者
が
到
着
し
な
い
と
避
難
所
開
設
が
で
き
な
い
と

い
う
状
況
で
は
困
る
。
誰
も
が
開
設
で
き
る
準
備
が
必
要
で
あ
り
、

次
の
点
を
早
急
に
行
う
こ
と
を
要
望
す
る
。
①
要
配
慮
者
の
個
別
避

難
所
の
場
所
も
含
め
た
管
理
者
と
の
協
議
、
②
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
、
③
各
施
設
で
の
避
難
所
開
設
と
運
営
に
つ
い
て
の
訓
練
。

！

①
令
和
８
年
に
第
45
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の
大
阪
開
催
が

正
式
に
決
定
し
た
。
こ
の
大
会
は
本
市
の
に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
創
造

に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
式
典
な
ど
が
開
催
さ
れ
る

よ
う
、
全
市
挙
げ
て
機
運
醸
成
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
る
。

②
港
ま
つ
り
花
火
大
会
は
観
覧
場
所
や
安
全
性
の
確
保
な
ど
が
困
難

と
な
り
、
令
和
元
年
度
を
最
後
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
再
開
を
望
む
声

が
多
い
。
場
所
を
変
え
る
な
ど
復
活
に
向
け
た
努
力
を
求
め
る
。

③
市
の
重
要
な
財
源
で
あ
る
ふ
る
さ
と
寄
付
の
増
額
に
向
け
、
外
部

の
専
門
家
を
加
え
た
返
礼
品
開
発
チ
ー
ム
の
創
設
を
求
め
る
。

④
地
蔵
浜
み
な
と
マ
ル
シ
ェ
の
会
場
で
あ
る
浜
工
業
公
園
周
辺
の
下

水
道
整
備
を
進
め
る
よ
う
求
め
る
。

に
ぎ
わ
い
と
活
力
を
創
造
す
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て　

ほ
か

！

市
内
の
桜
の
管
理
、
夜
間
学
級
に

つ
い
て

①
市
内
各
所
に
植
え
ら
れ
た
桜
は
地
域
の
賑
わ
い
を
創
出
し
、
本
市

の
観
光
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
桜
に

は
老
木
が
多
く
、
強
風
で
折
れ
る
な
ど
状
態
の
よ
く
な
い
も
の
が
散

見
さ
れ
る
。
さ
ら
に
害
虫
の
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
が
生
息
範
囲

を
広
げ
て
お
り
、
そ
の
脅
威
は
本
市
に
も
差
し
迫
っ
て
い
る
。
既
存

の
桜
を
後
世
に
残
す
た
め
に
適
切
な
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
夜
間
学
級
に
は
、
多
様
な
生
徒
が
学
び
直
し
の
た
め
に
通
学
し
て

い
る
。
近
年
で
は
外
国
籍
の
人
に
よ
る
日
本
語
学
習
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
お
り
、
生
徒
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
外
国
籍
の
生
徒
に

は
、
日
本
語
学
習
に
加
え
て
、
生
活
す
る
上
で
必
要
な
知
識
が
身
に

つ
く
よ
う
に
、
授
業
内
容
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

！

小
・
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
支
援
策
に
つ
い
て 

ほ
か

①
本
市
は
個
々
の
状
況
に
応
じ
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
居
場
所
の
一
つ
で
あ
る
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
エ
ス

パ
ル
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
支
援
す
る
な
ど
新
規
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
利
用
者
が
増
え
る
と
飽
和
状
態
と
な
り
十
分

な
支
援
が
で
き
な
い
。
エ
ス
パ
ル
の
増
設
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。

②
教
師
が
子
ど
も
と
の
繋
が
り
を
深
め
、
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
学
校
の
働
き
方
改
革
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

③
電
子
地
域
通
貨
に
つ
い
て
は
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
対
象
と
な
る
各

種
市
民
活
動
を
設
定
し
、
地
域
経
済
と
市
民
活
動
の
活
性
化
に
繋
げ

ら
れ
る
よ
う
庁
内
横
断
的
な
導
入
の
検
討
を
す
べ
き
で
あ
る
。

！

市
民
活
動
団
体
へ
の
補
助
金
、
負

担
金
な
ど
に
つ
い
て

■
本
市
で
は
多
く
の
市
民
団
体
が
地
域
課
題
解
決
に
向
け
活
動
し
て

い
る
。
こ
の
度
、
こ
れ
ら
の
団
体
へ
の
補
助
金
、
負
担
金
な
ど
の
適

正
化
が
図
ら
れ
た
が
、
そ
の
目
的
と
、
見
直
し
の
内
容
に
つ
い
て
問

う
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
市
政
運
営
に
と
っ
て
市
民
活
動
を
支
え
る

こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

■
適
正
化
の
目
的
は
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
か
、
市
民
の
理

解
を
得
ら
れ
る
か
、
費
用
対
効
果
が
十
分
に
認
め
ら
れ
る
か
な
ど
の

観
点
か
ら
検
証
す
る
こ
と
で
あ
り
、
団
体
運
営
補
助
か
ら
事
業
補
助

へ
の
転
換
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
ま
た
、
市
民
団
体
の
活
動
を

活
性
化
さ
せ
る
効
果
的
な
補
助
金
、
負
担
金
な
ど
と
な
る
よ
う
、
新

た
な
補
助
制
度
の
導
入
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
も
高
齢
者
も
安
心
し
て
豊

か
に
暮
ら
せ
る
街
に

①
幼
稚
園
及
び
保
育
所
再
編
の
前
期
計
画
に
基
づ
き
、来
年
（
仮
称
）

市
立
旭
・
太
田
認
定
こ
ど
も
園
が
開
園
す
る
。
不
安
の
声
が
あ
っ
た

通
園
路
な
ど
の
問
題
は
対
処
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
幼
稚
園
教
諭

と
保
育
士
は
勤
務
体
制
や
処
遇
が
異
な
る
た
め
、
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
め
る
よ
う
な
体
制
構
築
を
要
望
し
た
。
ま
た
、
前
期
計
画
の
検

証
な
く
中
期
・
後
期
計
画
を
推
し
進
め
な
い
よ
う
要
望
し
た
。

②
城
北
地
区
公
民
館
は
子
ど
も
・
青
年
団
・
高
齢
者
の
活
動
拠
点
で

あ
り
、
存
続
は
子
育
て
世
代
の
市
外
流
出
の
抑
止
に
な
る
と
訴
え
た
。

③
誰
も
が
安
心
安
全
に
過
ご
せ
る
公
園
と
な
る
よ
う
、
ス
マ
ー
ト
公

園
・
岸
和
田
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
子
ど
も
や
高
齢
者
の
立
場
に
立

ち
地
域
の
声
を
生
か
し
て
策
定
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
た
。

！

地
域
の
活
性
化

①
天
神
山
地
区
の
府
営
住
宅
５
８
０
戸
の
う
ち
、
入
居
は
３
７
０
戸

で
あ
る
。
人
口
を
増
や
す
方
策
の
一
つ
と
し
て
府
営
住
宅
の
有
効
活

用
に
、
市
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
要
望
。
②
全
て
の
公
立
幼
稚
園
の
３

歳
児
受
け
入
れ
を
要
望
。
③
小
規
模
特
認
校
の
東
葛
城
小
学
校
に
つ

い
て
、
児
童
数
は
、
導
入
時
の
平
成
30
年
度
の
51
名
か
ら
今
年
度
は

81
名
と
な
り
、
順
調
に
発
展
。
山
直
南
小
学
校
と
同
じ
よ
う
に
適
正

規
模
適
正
配
置
の
対
象
か
ら
外
す
よ
う
要
望
。
④
お
城
の
道
場
「
心

技
館
」
は
、
令
和
５
年
12
月
議
会
で
体
育
施
設
と
し
て
は
廃
止
さ
れ

た
が
、
文
化
観
光
施
設
と
し
て
活
用
し
、
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て

存
続
を
要
望
。
⑤
山
滝
・
東
葛
城
校
区
に
お
け
る
早
期
の
下
水
道
整

備
と
汲
み
取
り
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
市
の
適
切
な
対
応
を
要
望
。

！

海
老
原　

友
子
（
日
本
共
産
党
）

倉
田　

賢
一
郎
（
大
阪
維
新
の
会
）

田
中　

市
子
（
日
本
共
産
党
）

昼
馬　

光
一
（
無
所
属
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

友
永　

修
（
公
明
党
）

殿
本　

マ
リ
子
（
に
じ
の
会
）

岸
田　

厚
（
日
本
共
産
党
）

河
合　

達
雄
（
に
じ
の
会
）

？

１２３４ １２３４問問答

１２

３

１２

３

１２ １２１２３ １２３

１２３ １２３１

２

３

４

５

１

２

３

４

５


